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えていたのは 5 名いた（表 1 ）。さらに，この













MN. M 　19 　　6 　16
Y. O 　32 　　5 　21
K. F 　43 158 　93
MZ. M 　41 　96 　69
N. H 　　8 　　7 　12
S. M 　21 　25 　23
E. F 　24 　48 　47
S. H 　20 　　2 　23
M. U 　26 　26 　24
K. A 　　4 　57 　　6
H. Y. 　45 　66 　26
Y. U. 　49 　40 　90
K. N. 　25 　49 　66
M. T. 232 220 188
S. O. 　38 　65 　34
S. M. 　28 　98 　31
E. H. 　68 　57 　71
Y. M. 　35 　13 　　7
K. Y. 　30 　29 　41
M. K. 　10 　12 　13
A. I. 　25 　20 　19
A. T. 　18 　34 　23
K. T. 　25 　29 　39










12名（MN. M.，Y. O.，N. H.，S. M.，S. H.，M. U.，
E. H.，K. Y.，M. K.，A. I.，A. T.，K. T.）おり，
それらを安定群（図 1 ），⊿値が±25KU/L 以
上の変動を示した者が10名（K. F.，MZ. M.，
E. F.，K. A.，Y. U.，K. N.，M. T.，S. O.，S. M.，






後あるいは 5 分後に30KU/L を超え，ストレス
ありと判定され，直後の測定ポイント値が負荷








と判定された 4 名の中で 1 名が57. 71KU/L という





















そのうち 6 名が 5 分後に低下していた。
─ 73 ─




同様に±25KU/L 以内の変動であり（図 3 ），
変動群とされた10名中 9 名（90％）が同様に±
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